
新
出
資
料
･
吉
田
伝
治
郎
座
『
二
名
島
女
天
神
記
』
興
行
番
付
に
つ
い
て
の
報
告

1
そ
の
他
'
淡
路
人
形
協
会
新
収
番
付
に
つ
い
て
の
報
告
I

謂
川
u

I
1
J
r

津
　
　
武
　
　
男

は
じ
め
に

淡
路
の
人
形
座
･
吉
田
伝
治
郎
座
の
興
行
番
付
の
新
出
に
つ
い
て
､
報
告
す
る
0

淡
路
の
人
形
座
(
以
下
'
淡
路
座
)
　
に
は
､
近
世
期
の
番
付
は
ほ
と
ん
ど
残
ら
な
い
｡
淡
路
座
の

番
付
は
'
極
め
て
希
少
な
資
料
で
あ
る
｡
か
つ
新
出
の
番
付
は
､
淡
路
座
の
初
演
作
品
を
上
演
す
る

興
行
で
あ
る
点
で
'
唯
一
.
の
も
の
で
あ
る
｡

た
だ
し
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
に
つ
い
て
の
認
識
は
'
近
世
演
劇
を
専
門
と
す
る
者
に
も
充
分
で
あ
る

(
-
)

と
は
い
え
な
い
よ
う
で
も
あ
-
､
基
本
的
な
事
柄
に
も
触
れ
つ
つ
'
新
出
資
料
の
価
値
を
述
べ
て
み

蝣
;
<
い
｡

な
お
当
該
資
料
は
､
財
団
法
人
淡
路
人
形
協
会
(
兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
)
　
に
新
た
に
収
蔵
さ
れ
た

番
付
五
十
六
枚
中
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
､
ほ
か
に
も
浄
瑠
璃
関
係
で
は
二
枚
の
新
出
資
料
が
含
ま
れ

る
｡
浄
瑠
璃
関
係
の
新
出
資
料
三
枚
を
図
版
と
し
て
紹
介
し
な
が
ら
､
若
干
の
考
証
を
加
え
る
こ
と

を
本
稿
の
目
的
と
す
る
｡

ま
た
参
考
の
た
め
､
番
付
五
十
六
枚
の
リ
ス
ト
を
付
載
し
た
｡
収
蔵
資
料
の
紹
介
を
許
可
さ
れ
ま

し
た
財
団
法
人
淡
路
人
形
協
会
に
'
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
｡

｢
資
料
の
概
要

こ
こ
で
五
十
六
枚
の
概
要
に
つ
い
て
､
述
べ
て
お
き
た
い
｡
c
o
 
c
o
頁
の
リ
ス
I
を
参
照
さ
れ
た
い
｡

当
該
資
料
は
二
〇
〇
五
年
七
月
､
明
治
古
典
会
主
催
｢
七
夕
古
書
大
入
札
会
｣
　
(
会
場
･
東
京
古
書

会
館
､
会
期
･
八
～
1
0
日
)
　
に
､
｢
一
八
七
1
　
江
戸
芝
居
刷
物
　
五
六
枚
｣
と
し
て
出
品
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
｡
こ
の
た
め
､
伝
来
な
ど
は
不
明
で
あ
る
｡
内
訳
は
人
形
浄
瑠
璃
関
係
十
四
枚
'
歌
舞

伎
関
係
四
十
二
枚
か
ら
成
る
｡
地
域
は
上
方
(
京
･
大
坂
)
　
が
多
い
が
､
江
戸
･
名
古
屋
そ
の
他
の

地
方
の
も
の
も
含
む
の
で
'
ひ
と
つ
の
土
地
に
伝
来
し
た
も
の
と
は
考
え
に
-
い
｡

ま
た
興
行
の
番
付
(
人
形
浄
瑠
璃
八
枚
'
歌
舞
伎
三
十
枚
)
　
の
ほ
か
､
見
立
て
番
付
な
ど
の
周
辺

資
料
　
(
人
形
浄
瑠
璃
六
枚
､
歌
舞
伎
十
二
枚
)
　
も
あ
る
｡
時
代
も
文
政
か
ら
明
治
ま
で
に
わ
た
る
こ

と
か
ら
､
当
該
資
料
は
後
代
の
収
集
家
の
手
に
な
る
ま
と
ま
-
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

以
下
'
浄
瑠
璃
関
係
の
新
出
資
料
三
点
(
リ
ス
ト
番
号
[
0
0
1
]
　
[
0
0
8
]
　
[
0
1
4
]
)
　
に
つ
い
て
､
報

告
す
る
｡

二
､
[
〇
〇
一
]
吉
田
伝
治
郎
座
『
二
名
島
女
天
神
記
』
興
行
番
付

淡
路
座
と
は
'
淡
路
島
を
本
拠
地
と
す
る
､
人
形
遣
い
を
主
体
と
し
た
諸
劇
団
の
総
称
で
あ
る
｡

(
-
)

各
劇
団
は
､
伝
統
的
な
座
本
た
ち
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
｡

義
太
夫
節
に
よ
る
人
形
浄
瑠
璃
の
歴
史
の
中
で
淡
路
座
の
果
た
し
た
役
割
を
'
内
山
美
樹
子
氏
｢
浄

‥
1
･
､

瑠

璃

史

に

お

け

る

淡

路

座

｣

は

､

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

淡
路
人
形
芝
居
は
､
淡
路
阿
波
の
郷
土
芸
能
で
あ
る
以
上
に
'
日
本
の
近
世
演
劇
史
の
一
翼
　
　
3

を
担
う
ス
ケ
ー
ル
と
普
遍
性
を
持
つ
芸
能
で
あ
っ
た
｡
(
中
略
)
全
国
規
模
で
享
受
さ
れ
,
日
　
1
2

本
演
劇
史
の
層
の
厚
さ
を
形
作
っ
て
い
っ
た
原
動
力
に
､
そ
れ
ら
の
作
品
を
､
大
坂
竹
本
座
,
　
l

豊
竹
座
初
演
直
後
と
い
っ
て
よ
い
早
い
時
期
に
'
各
地
へ
持
ち
歩
い
て
上
演
し
た
淡
路
人
形

座
の
存
在
が
あ
る
こ
と
を
見
逃
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
｡

と
説
-
｡
近
世
期
の
淡
路
座
の
活
動
の
中
心
は
､
中
央
　
(
大
坂
二
月
都
･
江
戸
)
　
で
初
演
さ
れ
た
作

品
を
携
え
､
日
本
国
内
を
巡
業
し
た
点
に
あ
っ
た
｡

加
え
て
へ
　
中
央
の
劇
団
で
は
途
絶
え
た
曲
(
元
文
四
年
二
月
初
演
『
奥
州
秀
衡
有
管
堵
』
　
三
ノ
切

l
･
二

な
ど
)
　
を
伝
承
し
た
点
に
'
淡
路
座
の
特
徴
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
｡

ォ
E
*

近
年
で
は
､
内
山
氏
前
掲
論
文
を
は
じ
め
'
拙
稿
二
編
や
'
久
掘
裕
朗
氏
｢
近
世
淡
路
座
初
演
浄

･
･
I
I

瑠
璃
の
整
理
　
並
び
に
淡
路
座
興
行
資
料
紹
介
｣
　
に
よ
っ
て
､
淡
路
座
が
近
世
期
に
初
演
し
た
作
品

が
あ
っ
た
こ
と
､
い
い
か
え
て
近
世
期
の
淡
路
座
に
も
創
作
力
が
あ
っ
た
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
つ
つ

牀
3

ユ
ー
.
 
'
蝣
S
'し

か
し
巡
業
を
活
動
の
中
心
と
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
'
興
行
の
一
次
資
料
で
あ
る
｢
番
付
｣
が
､

淡
路
座
に
は
､
ほ
と
ん
ど
残
ら
な
い
｡
こ
の
方
面
の
資
料
発
掘
が
､
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
｡

こ
の
よ
う
な
現
状
に
お
い
て
'
淡
路
人
形
協
会
新
収
番
付
(
リ
ス
-
番
号
[
0
0
日
｡
次
頁
上
段
に

図
版
､
下
階
に
翻
刻
を
示
す
)
新
出
の
意
義
は
'
極
め
て
大
き
い
｡

第
一
に
､
希
少
さ
で
あ
る
.
淡
路
座
の
番
付
で
'
近
世
期
に
板
行
さ
れ
た
も
の
は
､
『
義
太
夫
年
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〇
〇
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吉
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治
郎
座

『
二
名
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天
神
記
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行
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翻
刻
二
〇
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三
　
吉
田
伝
治
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『
二
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表
　
近
世
篇
』
　
で
は
'
三
十
三
枚
を
数
え
る
の
み
｡
年
表
以
外
に
報
告
の
あ
る
も
の
は
､

(
R
U
)

八
枚
｡
合
計

四
十
一
枚
の
存
在
が
知
ら
れ
る
の
み
で
､
[
0
0
1
]
が
よ
う
や
-
四
十
二
枚
目
と
い
う
､
少
な
さ
で
あ
る
.

第
二
に
､
淡
路
座
の
初
演
作
品
を
上
演
す
る
興
行
と
し
て
は
'
唯
1
の
も
の
で
あ
る
点
｡
従
来
知

ら
れ
て
い
た
四
十
一
枚
は
す
べ
て
､
中
央
(
大
坂
二
月
都
･
江
戸
)
　
で
初
演
さ
れ
た
作
品
の
､
淡
路

:Ea:

座
に
よ
る
再
演
興
行
で
あ
っ
た
｡



『
二
名
島
女
天
神
記
』
　
は
従
来
'
『
宇
和
島
天
神
記
』
　
と
と
も
に
､
淡
路
座
が
近
世
期
に
初
演
し
た

CS)

作
品
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
､
久
堀
裕
朗
氏
は
､
『
二
名
島
女
天
神
記
』
　
が
原
題
､
『
宇
和
島
天
神
記
』

･
〓
､

を
改
題
と
し
て
'
次
の
よ
う
に
考
証
す
る
｡

二
名
島
女
天
神
記

淡
路
座
初
演
作
品
｡
同
名
実
録
の
浄
瑠
璃
化
｡
当
館
蔵
及
び
松
茂
町
人
形
浄
瑠
璃
芝
居
資
料

館
所
蔵
の
吉
田
伝
次
郎
座
旧
蔵
本
書
き
込
み
に
よ
-
成
立
は
少
な
-
と
も
安
政
2
年
4
月
以

前
｡
安
政
4
年
閏
5
月
洲
本
で
の
中
村
久
太
夫
座
上
演
で
は
　
『
増
補
二
名
島
女
天
神
記
』
　
と

あ
-
(
中
略
)
､
二
段
階
の
成
立
が
想
定
で
き
る
｡
後
に
　
『
宇
和
島
女
天
神
記
』
　
『
宇
和
島
天

神
記
』
　
の
外
題
が
定
着
｡

[
〇
〇
二
　
は
久
堀
氏
の
考
証
に
よ
れ
ば
､
原
題
『
二
名
島
女
天
神
記
』
を
掲
げ
た
､
通
し
の
興
行
で

あ
る
｡
筆
者
は
年
代
を
そ
の
他
の
興
行
や
番
付
の
形
式
と
の
関
係
か
ら
､
弘
化
年
間
と
推
定
す
る
｡

同
興
行
が
初
演
で
あ
る
か
は
判
ら
な
い
が
､
同
作
上
演
史
上
､
こ
れ
が
最
初
例
と
な
る
よ
う
で
あ
る
｡

年
代
推
定
の
根
拠
は
'
座
員
の
共
通
性
で
あ
る
｡
次
頁
の
リ
ス
ー
｢
近
世
期
の
淡
路
座
番
付
｣
を

参
照
さ
れ
た
い
｡

吉
田
伝
治
郎
座
の
そ
の
他
の
興
行
を
み
る
と
'
1
5
の
弘
化
二
年
(
一
八
四
五
)
九
月
阿
波
興
行
と
､

の
嘉
永
二
年
　
(
1
八
四
九
)
　
四
月
の
備
中
興
行
と
に
'
共
通
す
る
座
員
を
確
認
で
き
る
.

｢
式
三
番
｣
三
人
　
(
松
造
･
鶴
造
･
亀
造
)
､
｢
口
上
｣
　
(
福
市
)
'
｢
頭
取
｣
　
(
喜
市
)
､
下
階
の
人
形

遣
い
の
中
で
は
｢
物
茎
口
｣
｢
文
七
｣
｢
熊
造
｣
が
両
者
に
共
通
す
る
｡

1
5
と
[
0
0
ェ
の
間
で
は
､
人
形
遣
い
｢
直
蔵
｣
｢
峰
造
｣
が
共
通
　
-
｡
O
と
[
0
0
こ
の
間
で
は
'
｢
三

味
線
｣
(
春
吉
･
大
吉
･
勝
二
郎
)
､
｢
人
形
細
工
人
｣
(
藤
伊
十
九
水
)
'
人
形
遣
い
｢
朝
造
｣
｢
政
之
助
｣

｢
春
造
｣
が
共
通
す
る
｡

こ
れ
ら
の
共
通
項
を
表
に
示
せ
ば
'
左
の
表
の
通
-
で
､
三
者
を
近
接
す
る
時
期
の
も
の
と
み
る

こ
と
に
異
論
は
な
か
ろ
う
｡
問
題
は
三
者
の
前
後
関
係
で
あ
る
が
､
筆
者
は
　
[
〇
〇
二
を
'
両
者
の
中

間
の
こ
ろ
､
と
推
定
す
る
｡
こ
れ
ら
の
異
同
を
､
従
来
の
1
座
へ
三
味
線
三
人
　
(
春
吉
･
大
吉
･
勝

二
郎
)
･
人
形
細
工
八
･
人
形
遣
い
三
人
(
朝
造
･
政
之
助
･
春
造
)
　
が
加
わ
り
､
旧
来
の
人
形
遣
い

二
人
(
直
蔵
･
峰
造
)
　
が
脱
退
し
た
も
の
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
｡
吉
田
伝
治
郎
の
次
の
興
行
(
3
7

-
8
)
　
に
'
直
造
･
峰
造
の
名
が
な
い
こ
と
が
傍
証
と
な
る
だ
ろ
う
か
｡

右
の
解
釈
に
よ
っ
て
､
[
≡
こ
　
の
年
代
を
'
弘
化
二
年
以
後
'
嘉
永
二
年
以
前
の
､
｢
弘
化
年
間
｣

-
　
実
質
的
に
は
､
弘
化
三
年
･
四
年
･
五
年
(
改
元
し
て
嘉
永
元
年
)
　
-
　
と
推
定
し
た
も
の
で

21冒15
～E2
23 ]

〇〇〇
^
義

〇〇〇 口
上

〇〇〇 頭
堰

〇〇〇
熊文惣
造七吉

■○○
峰直
造蔵

○○■ 天疎
級

○○▼
｣二
人形
細

○○■
壷芸琴

あ
る
｡

な
お
久
堀
裕
朗
氏
は
同
作
諸
本
の
調
査
を
進
め
て
お
ら
れ
る
の
で
､
番
付
の
翻
刻
に
あ
た
り
段
名

の
確
認
を
願
っ
た
と
こ
ろ
､

･
登
場
人
物
の
姓
は
｢
岩
橋
｣
｢
山
本
｣
が
古
-
､
の
ち
に
｢
大
橋
｣
｢
山
辺
｣
と
改
ま
る

･
｢
古
手
や
｣
　
の
段
名
は
'
『
二
名
島
女
天
神
記
』
諸
本
に
み
な
い

と
の
二
点
を
御
教
示
い
た
だ
い
た
｡
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
｡

第
一
点
に
つ
い
て
は
'
段
名
に
｢
岩
橋
｣
｢
山
本
｣
両
姓
を
掲
げ
る
[
〇
〇
二
は
､
『
二
名
島
女
天
神
記
』

の
古
形
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
｡

第
二
点
｡
『
二
名
島
女
天
神
記
』
　
の
場
面
で
な
い
と
す
れ
ば
､
｢
古
手
や
｣
は
､
『
恨
鮫
鞘
』
　
(
明
和

六
年
二
月
初
演
『
褐
重
浪
花
八
文
字
』
第
六
の
､
独
立
上
演
題
)
　
の
､
通
称
｢
古
手
屋
八
郎
兵
衛
｣

(S3)

を
略
し
た
も
の
t
　
と
思
わ
れ
る
｡

ま
と
め
る
と
､
[
0
0
1
]
　
の
興
行
は
､
年
代
は
弘
化
年
間
と
推
定
さ
れ
る
O
興
行
地
･
劇
場
不
明
｡

演
目
は
､
『
二
名
島
女
天
神
記
』
　
の
通
し
と
'
付
け
物
と
し
て
｢
古
手
や
｣
　
1
段
｡
太
夫
の
役
割
は
翻

刻
の
通
り
｡
三
味
線
･
人
形
遣
い
の
役
割
は
不
明
､
と
な
る
｡

次
に
､
座
本
｢
吉
田
伝
治
郎
｣
､
お
よ
び
出
演
の
太
夫
･
三
味
線
弾
き
に
触
れ
て
お
き
た
い
｡

I;,

吉
田
伝
治
郎
は
､
淡
路
座
の
座
本
に
関
す
る
最
初
期
の
資
料
に
も
名
前
が
み
え
る
一
方
で
､
何
故

か
｢
九
州
座
｣
と
の
伝
承
を
も
つ
｡

同
座
を
｢
九
州
座
｣
と
伝
え
る
の
は
､
六
世
竹
本
染
太
夫
で
あ
る
｡
弘
化
元
年
(
1
人
四
四
)
　
八

月
の
徳
島
で
の
吉
田
伝
治
郎
座
興
行
に
雇
わ
れ
た
染
太
夫
(
当
時
､
梶
太
夫
)
　
は
'
そ
の
日
記
に
､

こ
の
座
は
九
州
座
に
て
､
当
お
国
へ
来
る
は
は
じ
め
て
の
座
な
り

(
『
義
太
夫
年
表
　
近
世
篇
』
　
三
巻
上
五
四
二
頁
下
階
参
照
)

こ
の
座
は
元
来
九
州
座
に
て
､
淡
路
座
に
負
け
ま
じ
と
の
括
ら
へ
'
日
数
廿
日
の
間
に
外
題

を
随
分
早
う
立
て
替
へ
れ
ば
､
座
元
に
有
-
合
は
す
道
具
衣
裳
見
せ
た
い
と
い
ふ
座
元
ゆ
ゑ
､

狂
言
を
替
へ
る
事
な
に
と
も
思
は
ず
､
　
　
　
　
　
　
(
同
右
二
二
巻
上
五
四
四
頁
上
階
参
照
)

と
記
す
｡

同
興
行
を
記
録
し
た
徳
島
側
の
資
料
と
し
て
は
､
『
元
木
家
記
録
』
　
が
残
っ
て
い
て
､

座
本
吉
田
伝
次
､
当
国
二
而
始
而
之
芝
居
､
人
形
衣
裳
道
具
迄
甚
敷
相
聞
へ
侯

(
同
右
二
二
巻
上
五
四
三
頁
下
階
参
照
)

と
伝
え
る
｡

吉
田
伝
治
郎
が
淡
路
座
の
座
本
で
あ
る
こ
と
は
記
録
上
､
確
か
と
考
え
る
が
､
少
な
く
と
も
弘
化

元
年
の
興
行
で
は
､
｢
当
お
国
へ
来
る
は
は
じ
め
て
の
座
｣
｢
当
国
二
而
始
而
之
芝
居
｣
と
い
っ
た
触

れ
込
み
で
集
客
し
た
こ
と
､
そ
の
触
れ
込
み
が
疑
問
と
さ
れ
な
い
ほ
ど
の
期
間
､
阿
波
国
　
(
徳
島
県
)

で
の
活
動
が
な
か
っ
た
こ
と
も
'
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
｡

六
世
染
太
夫
の
｢
九
州
座
｣
説
は
､
興
行
に
参
加
し
た
者
の
言
葉
と
し
て
重
要
と
思
わ
れ
る
が
'
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資
料
･
近
世
期
の
淡
路
座
番
付

T
'
近
世
期
に
夜
行
さ
れ
た
淡
路
座
の
番
付
の
リ
ス
ト
で
あ
る
　
(
た
だ
し
9
､
r
-
I
 
O
]
は
筆
写
)
a

l
'
｢
年
月
｣
欄
は
､
興
行
初
日
の
年
月
を
記
し
た
｡

l
､
｢
興
行
地
｣
欄
は
'
都
市
名
を
採
る
が
'
l
部
国
名
を
採
っ
た
も
の
も
あ
る
〇

一
､
｢
座
本
｣
欄
は
'
番
付
の
表
記
を
採
用
し
た
｡

一
､
｢
所
在
｣
欄
は
､
当
該
番
付
の
所
在
を
記
し
た
｡
｢
国
文
研
｣
は
国
文
学
研
究
資
料
館
､
｢
徳
島
文
｣
は
徳
島

県
立
文
書
館
､
の
略
称
で
あ
る
｡
｢
鷲
野
氏
｣
は
鷲
野
文
吉
著
『
尾
張
名
古
屋
芝
居
番
付
』
　
(
愛
知
県
郷
土

資
料
刊
行
会
､
1
九
九
九
年
)
　
に
記
載
の
あ
る
も
の
O
横
組
の
四
桁
の
洋
数
字
と
'
補
訂
云
々
､
辻
町
云
々

と
あ
る
も
の
は
'
『
義
太
夫
年
表
　
近
世
篇
』
　
の
図
版
番
号
で
あ
る
｡

一
､
｢
冠
･
操
･
司
｣
欄
は
､
座
本
名
の
上
方
に
大
書
さ
れ
た
文
字
を
そ
の
ま
ま
記
し
た
｡

一
'
｢
こ
欄
は
'
座
本
名
の
近
-
に
｢
日
本
第
一
｣
と
記
さ
れ
て
い
る
場
合
'
○
で
示
し
た
｡

二
　
｢
芸
｣
欄
は
､
座
本
名
の
近
-
に
｢
諸
芸
諸
能
｣
と
記
さ
れ
て
い
る
場
合
､
○
で
示
し
た
｡

一
､
｢
式
｣
欄
は
､
番
付
上
階
冒
頭
に
､
｢
式
三
番
｣
が
置
か
れ
て
い
る
場
合
､
○
で
示
し
た
｡

1
'
｢
口
｣
欄
は
､
番
付
中
に
､
｢
口
上
｣
欄
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
､
○
で
示
し
た
.

1
､
｢
枠
｣
欄
は
'
番
付
下
階
の
人
形
連
名
を
､
立
役
と
女
形
と
に
線
分
す
る
場
合
'
○
で
示
し
た
｡
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【
備
考
-
】
右
の
リ
ス
ト
作
成
に
あ
た
っ
て
､
内
山
美
樹
子
氏
｢
浄
瑠
璃
史
に
お
け
る
淡
路
座
｣
　
(
『
伝
統
芸
能
　
淡

路
人
形
浄
瑠
璃
』
'
兵
庫
県
三
原
郡
三
原
町
教
育
委
員
会
､
二
〇
〇
1
年
三
月
所
収
)
　
中
の
'
｢
番
付
に
み
る
十
九

世
紀
の
淡
路
座
｣
と
'
久
掘
裕
朗
氏
｢
徳
島
県
立
文
書
館
酒
井
家
文
書
に
よ
る
淡
路
座
･
阿
波
座
興
行
年
表
｣
　
(
辛

成
十
五
年
演
劇
研
究
会
十
月
例
会
発
表
資
料
｢
近
世
淡
路
座
初
演
浄
瑠
璃
の
整
理
　
並
び
に
淡
路
座
興
行
資
料
紹

介
｣
､
二
〇
〇
三
年
十
1
月
八
日
付
載
)
　
を
大
い
に
参
照
し
た
　
^
r
-
i
n
t
　
8
-
9
､
r
o
'
i
n
は
､
久
堀
裕
朗
氏
紹

介
の
も
の
｡

【
備
考
2
】
　
1
-
3
は
､
前
掲
･
内
山
氏
｢
浄
瑠
璃
史
に
お
け
る
淡
路
座
｣
に
､
年
次
考
証
さ
れ
た
も
の
｡
内
山
氏

は
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
の
書
写
番
付
に
拠
る
｡
た
だ
し
そ
の
原
本
は
'
国
文
学
研
究
資
料
館
収
蔵
資
料
の

よ
う
で
あ
る
｡
神
津
武
男
｢
竹
本
摂
津
大
按
旧
蔵
人
形
浄
瑠
璃
番
付
集
に
つ
い
て
-
成
立
と
伝
来
'
お
よ
び
細
目

の
紹
介
-
｣
　
(
『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』
　
第
二
十
九
号
､
国
文
学
研
究
資
料
館
､
二
〇
〇
三
年
二
月
所
収
)
　
の

リ
ス
ト
の
､
｢
【
古
今
操
便
覧
】
　
上
巻
の
裏
側
｣
　
の
'
二
四
･
二
五
･
二
六
を
参
照
の
こ
と
.

【
備
考
3
】
　
3
7
の
大
書
文
字
は
'
｢
御
免
人
形
浄
瑠
璃
｣
｡
近
世
期
に
用
い
ら
れ
た
例
が
他
に
な
い
｡
前
掲
内
山
論
文

で
は
､
こ
の
点
を
考
慮
し
て
か
｢
番
付
の
形
式
か
ら
明
治
以
後
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
｣
と
す
る
｡



傍
証
を
得
な
い
｡
た
だ
し
四
国
南
西
端
の
宇
和
島
を
舞
台
と
し
た
　
『
二
名
島
女
天
神
記
』
　
と
､
肥
後

(3)

熊
本
を
舞
台
と
し
た
　
『
敵
討
肥
後
駒
下
駄
』
　
の
､
二
つ
の
近
世
期
淡
路
座
初
演
作
品
の
最
古
の
上
演

記
録
が
現
時
点
で
は
吉
田
伝
治
郎
座
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
偶
然
と
せ
ず
'
同
座
の
初
演
と
み
る
な

ら
ば
､
｢
九
州
｣
説
の
傍
証
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
か
｡
す
な
わ
ち
吉
田
伝
治
郎
座
が
豊
後
水
道
を
中
心

と
し
た
一
帯
に
活
動
の
拠
点
を
置
い
た
こ
と
に
由
来
し
て
､
同
座
は
在
地
の
伝
説
を
取
-
上
げ
た
作

品
を
新
作
し
､
ま
た
六
世
染
太
夫
は
同
座
を
｢
元
来
九
州
座
｣
と
理
解
し
た
の
で
は
な
い
か
､
と
推

測
す
る
の
で
あ
る
｡
ひ
と
つ
の
可
能
性
と
し
て
､
指
摘
し
て
お
き
た
い
｡

出
演
の
太
夫
二
二
味
線
弾
き
に
つ
い
て
｡
淡
路
座
は
'
基
本
的
に
人
形
遣
い
の
座
で
あ
る
た
め
'

太
夫
二
二
味
線
弾
き
は
､
有
期
の
契
約
で
編
成
し
た
も
の
で
あ
る
｡

四
世
竹
本
長
門
太
夫
著
『
増
補
浄
瑠
璃
大
系
図
』
　
は
五
世
豊
竹
入
重
太
夫
に
つ
い
て
､

道
頓
堀
に
て
宝
来
屋
庄
兵
衛
と
云
て
宿
屋
業
を
致
､
淡
州
座
本
一
統
の
泊
り
宿
に
て
'
毎
年

太
夫
抱
の
口
入
致
す
也

(B)

と
注
記
す
る
｡

前
記
の
六
世
染
太
夫
も
'
淡
路
座
に
雇
わ
れ
､
三
味
線
弾
き
･
人
形
遣
い
達
と
と
も
に
徳
島
へ
下
っ

た
｡
染
太
夫
が
出
立
の
朝
､
｢
四
ツ
橋
定
宿
請
け
元
衆
同
道
し
て
､
水
分
橋
舟
場
へ
行
-
｡
｣
と
記
し
た
'

｢
四
ツ
橋
定
宿
請
け
元
衆
｣
と
は
､
｢
太
夫
砲
の
口
入
致
す
｣
宿
屋
の
ひ
と
つ
な
の
で
あ
ろ
う
｡

こ
の
　
｢
太
夫
抱
の
口
入
｣
屋
で
あ
る
五
世
人
重
太
夫
の
前
名
が
､
橘
太
夫
と
い
う
｡

淡
州
六
太
夫
へ
行
て
､
紀
伊
公
の
御
前
に
て
初
て
勤
る
｡
尤
も
橘
太
夫
の
時
也
｡

と
の
　
『
増
補
浄
瑠
璃
大
系
図
』
　
の
所
伝
か
ら
は
､
｢
橘
太
夫
｣
は
淡
路
座
で
は
大
き
な
名
跡
で
あ
っ
た

か
と
思
わ
れ
る
｡

同
興
行
は
'
『
淡
路
堅
磐
草
』
　
の
伝
え
る
､

小
林
六
太
夫
､
天
保
三
壬
辰
六
月
､
紀
州
和
歌
山
古
川
御
野
邸
二
於
テ
､
両
日
芝
居
興
行
命

ゼ
ラ
レ
御
上
覧
ア
リ
｡
(
略
)
　
操
外
題
御
好
ミ
ニ
テ
'
初
日
ハ
忠
臣
蔵
､
次
ノ
日
ハ
廿
四
孝

に
同
じ
で
あ
ろ
う
｡

天
保
三
年
の
橘
太
夫
は
､
同
五
年
(
一
八
三
四
)
　
に
五
世
人
重
太
夫
'
安
政
五
年
(
一
八
五
八
)

四
月
に
三
世
麓
太
夫
を
襲
い
､
翌
六
年
正
月
〓
ハ
日
に
没
す
る
｡
弘
化
年
間
に
は
八
重
太
夫
を
名
乗

る
｡
[
0
0
ェ
　
は
､
八
重
太
夫
の
門
弟
に
二
人
居
る
｢
橘
太
夫
｣
　
の
い
ず
れ
か
､
で
あ
ろ
う
｡

『
増
補
浄
瑠
璃
大
系
図
』
を
み
る
と
'
｢
豊
竹
種
太
夫
｣
　
(
の
ち
の
竹
本
浪
太
夫
｡
下
巻
六
九
七
頁
)
､

｢
竹
本
長
尾
太
夫
｣
　
(
下
巻
八
三
七
頁
)
､
｢
豊
沢
源
之
介
｣
　
(
下
巻
九
六
六
頁
)
　
の
ほ
か
は
詳
許
な
-
､

年
代
推
定
の
根
拠
た
り
得
な
か
っ
た
｡
中
央
で
の
華
々
し
い
出
勤
記
録
の
残
ら
な
い
出
演
者
は
､
淡

路
座
の
専
属
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
｡
淡
路
座
に
の
み
伝
わ
る
曲
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
､
淡
路
座

に
専
属
し
た
太
夫
や
三
味
線
弾
き
は
居
た
は
ず
と
考
え
ら
れ
る
が
'
こ
の
方
面
の
資
料
は
乏
し
い
｡

今
後
の
課
題
で
あ
る
｡

三
㌧
淡
路
座
番
付
の
形
式

[
0
0
日
の
年
代
考
証
を
通
じ
て
'
淡
路
座
の
番
付
形
式
に
つ
い
て
気
付
い
た
点
を
記
し
て
お
く
｡

中
央
(
大
坂
二
月
都
･
江
戸
)
の
劇
団
の
番
付
と
の
相
違
点
を
み
れ
ば
､

①
座
紋
を
掲
げ
な
い
こ
と
､

②
上
階
､
太
夫
連
名
の
前
に
｢
式
三
番
｣
｢
口
上
｣
を
掲
げ
る
こ
と
､

③
下
階
'
人
形
連
名
の
途
中
に
線
を
引
く
こ
と
､

の
三
点
を
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
｡

右
の
≡
点
を
確
認
す
る
た
め
に
､
前
頁
の
リ
ス
ト
｢
近
世
期
の
淡
路
座
番
付
｣
で
は
､
そ
の
特
徴

の
有
無
を
示
し
て
い
る
｡

①
座
紋
に
か
わ
っ
て
記
さ
れ
た
｢
冠
日
本
第
一
諸
芸
諸
能
｣
は
'
｢
道
薫
坊
伝
記
｣
(
淡
路
座

の
発
生
説
話
)
に
み
え
る
､
｢
日
本
操
人
形
宗
匠
衆
芸
ノ
冠
卜
云
御
輪
旨
｣
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
｡

宝
暦
年
間
に
は
､
看
板
｢
諸
芸
諸
能
ノ
司
｣
の
使
用
を
め
ぐ
っ
て
座
本
間
に
訴
訟
も
あ
っ
て
､
淡
路

座
に
お
い
て
は
象
徴
的
な
意
味
を
も
つ
言
葉
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
｡
し
か
し
表
に
示
す
通
り
'
記

(
S
)

載
内
容
は
同
じ
座
で
あ
っ
て
も
二
疋
せ
ず
'
ま
た
古
-
は
座
紋
を
掲
げ
た
例
も
あ
る
｡
こ
れ
を
番
付

に
掲
げ
る
慣
習
は
'
他
座
に
倣
い
つ
つ
､
徐
々
に
広
が
っ
て
い
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
｡

ま
た
②
太
夫
連
名
の
前
に
｢
式
三
番
｣
を
掲
げ
る
こ
と
は
､
や
は
-
淡
路
座
の
伝
説
の
ひ
と
つ
､

引
田
淡
路
按
が
宮
中
の
節
会
に
｢
三
社
神
楽
之
式
｣
を
捧
げ
'
元
亀
三
年
(
一
五
七
〇
)
二
月
に
｢
従

四
位
下
｣
に
叙
せ
ら
れ
た
と
い
う
給
旨
を
意
識
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
同
慣
習
も
'
右
に
遅
れ
て
､

徐
々
に
広
が
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
｡
な
お
｢
口
上
｣
が
記
さ
れ
る
意
義
は
'
判
ら
な
い
｡

③
下
階
の
'
人
形
連
名
の
途
中
の
線
は
､
表
の
3
8
を
参
照
す
る
と
､
前
に
｢
立
役
人
形
｣
'
後
に
｢
女

形
｣
と
記
す
こ
と
か
ら
'
立
役
と
女
形
と
を
区
別
す
る
た
め
の
も
の
､
と
理
解
さ
れ
る
｡

表
の
9
､
1

5
㌧
2
4
の
三
種
は
書
写
の
も
の
で
あ
-
'
中
央
の
番
付
と
は
右
の
よ
う
な
相
違
点
も
あ
っ

(
t
o

て
'
記
録
者
の
窓
意
的
な
整
理
が
施
さ
れ
た
も
の
､
と
筆
者
は
思
っ
て
い
た
｡
し
か
し
[
三
二
の
新

出
を
得
て
､
淡
路
座
番
付
の
特
徴
を
想
定
し
て
み
る
と
､
実
は
そ
の
特
徴
を
忠
実
に
写
し
て
い
た
の

だ
と
考
え
ら
れ
る
｡

淡
路
座
番
付
の
特
徴
を
す
べ
て
備
え
た
も
の
と
し
て
､
[
〇
〇
二
は
板
行
さ
れ
た
中
で
は
最
初
の
も

の
で
あ
る
が
､
書
写
の
分
を
含
め
れ
ば
､
表
の
9
に
次
ぐ
'
第
二
例
と
な
る
｡

な
お
付
言
す
る
と
'
①
②
の
特
徴
に
は
､
多
分
に
装
飾
的
な
意
味
合
い
が
感
じ
ら
れ
る
｡
淡
路
座

で
あ
る
か
否
か
は
､
座
本
名
を
み
れ
ば
判
る
～
示
す
こ
と
が
出
来
る
-
の
で
あ
っ
て
､
こ
の
点
､

表
の
1
-
4
が
素
直
で
あ
る
｡
淡
路
庭
発
生
伝
説
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
言
辞
や
演
目
を
加
え
て

い
-
の
は
'
歴
史
的
で
特
殊
な
存
在
と
し
て
印
象
付
け
よ
う
と
す
る
目
的
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
｡
淡

路
座
が
こ
う
し
た
装
飾
的
意
図
を
抱
き
始
め
る
背
景
に
は
何
が
あ
る
の
か
｡
留
意
す
べ
き
問
題
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
｡
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四
､
そ
の
他
の
新
出
資
料

新
出
資
料
二
種
に
つ
い
て
､
簡
単
に
触
れ
る
｡

[
0
0
8
]
　
は
､
文
政
末
ご
ろ
､
京
都
｢
因
幡
境
内
｣
　
で
の
素
浄
瑠
璃
興
行
と
推
定
し
た
.

ま
ず
｢
鶴
沢
慶
二
｣
　
の
活
動
は
､
文
政
元
年
(
の
見
立
て
番
付
)
　
か
ら
弘
化
三
年
四
月
徳
島
興
行

ま
で
に
限
ら
れ
る
｡
こ
の
間
に
｢
呂
角
斎
｣
｢
春
太
夫
｣
｢
弓
太
夫
｣
が
一
座
す
る
例
は
'
『
近
世
篇
』

が
｢
文
政
末
以
後
天
保
初
｣
と
推
定
す
る
伊
勢
興
行
に
限
ら
れ
る
｡
こ
の
こ
ろ
と
推
定
し
た
｡
人
形

遣
い
の
記
載
が
な
い
こ
と
か
ら
､
素
浄
瑠
璃
と
判
断
す
る
｡

[
0
1
4
]
は
'
江
戸
板
の
見
立
て
番
付
.
年
記
を
持
た
な
い
が
'
顔
触
れ
か
ら
嘉
永
元
年
(
1
八
四
八
)

と
推
定
し
た
｡

中
央
二
段
目
｢
江
戸
世
話
人
｣
　
の
右
端
｢
竹
本
肥
後
大
接
｣
は
､
弘
化
四
年
(
1
八
四
七
)
　
十
l

月
の
記
事
(
『
近
世
篇
』
　
≡
巻
上
六
二
五
頁
)
と
､
嘉
永
元
年
の
見
立
て
番
付
に
み
え
る
も
の
の
､
嘉

永
二
年
以
後
に
は
確
認
さ
れ
な
い
｡
ま
た
弘
化
四
年
板
ま
で
に
は
記
さ
れ
た
竹
本
氏
太
夫
(
弘
化
四

年
十
一
月
没
)
　
の
名
が
な
い
こ
と
か
ら
､
翌
嘉
永
元
年
以
降
の
刊
行
と
考
え
ら
れ
る
｡
以
上
か
ら
､

嘉
永
元
年
中
の
刊
行
と
推
定
し
た
｡
顔
触
れ
も
同
年
刊
の
他
の
見
立
て
番
付
に
近
い
｡
な
お
坂
元
｢
東

都
横
山
冒
明
町
金
清
堂
｣
に
つ
い
て
は
'
未
詳
で
あ
る
｡

ま
と
め
に
か
え
て

淡
路
人
形
協
会
は
､
吉
田
伝
治
郎
座
の
諸
道
具
を
引
き
継
ぎ
､
大
鳴
門
橋
記
念
鰭
(
南
あ
わ
じ
市
)

に
併
設
の
劇
場
｢
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
館
｣
　
で
興
行
を
続
け
へ
　
い
ま
に
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
を
伝
承
す
る
｡

こ
の
た
び
の
資
料
購
入
は
､
い
わ
ば
伝
治
郎
座
が
百
五
十
年
前
の
､
日
産
の
番
付
を
買
い
戻
し
た
形

O

.

｣

巾

:

-

'

J

淡
路
人
形
協
会
に
所
属
す
る
劇
団
'
通
称
｢
淡
路
人
形
座
｣
は
､
二
〇
〇
三
年
三
月
に
東
京
国
立

小
劇
場
で
『
購
ケ
撤
七
本
槍
』
勢
揃
､
二
〇
〇
四
年
八
月
に
淡
路
島
(
旧
三
原
町
)
　
で
『
生
写
朝
顔
話
』

道
行
な
ど
､
淡
路
座
の
代
表
的
な
演
目
の
復
活
に
'
意
欲
的
に
取
-
組
ん
で
お
ら
れ
る
｡

人
形
人
体
･
馬
八
頭
が
l
緒
に
並
ぶ
　
『
購
ケ
簸
七
本
槍
』
　
は
過
去
二
十
数
年
の
間
､
人
数
不
足
の

た
め
に
上
演
で
き
な
か
っ
た
と
聞
-
｡
そ
の
復
活
を
可
能
に
し
た
の
は
､
｢
人
形
を
遣
え
る
ひ
と
｣
　
の

増
加
で
､
こ
の
間
の
淡
路
人
形
座
の
指
導
に
よ
る
小
中
学
校
や
高
校
で
の
ク
ラ
ブ
活
動
や
'
卒
業
生

た
ち
の
持
続
的
な
活
動
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
｡
背
景
に
は
淡
路
人
形
座
を
行
政
と
し
て
支
え
た
淡

路
島
各
市
町
の
理
解
と
､
地
域
住
民
の
英
断
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
伝
統
文
化
の
あ
り

方
に
つ
い
て
､
教
え
ら
れ
る
点
が
大
き
い
｡

淡
路
人
形
協
会
を
は
じ
め
､
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館
で
は
､
浄
瑠
璃
本
を
主
と
し
て
淡
路
人
形

浄
瑠
璃
関
係
資
料
の
収
集
を
進
め
て
お
ら
れ
る
｡
こ
の
た
び
の
番
付
収
集
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
'

そ
の
他
の
番
付
や
淡
路
座
特
有
の
上
演
題
を
も
つ
本
の
所
在
が
明
ら
か
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
｡

注
(
-
)
　
『
近
代
歌
舞
伎
年
表
　
大
阪
篇
』
　
(
第
一
巻
1
九
五
頁
)
は
淡
路
座
の
ひ
と
つ
､
中
村
久
太
夫
座
の

明
治
五
年
(
l
八
七
二
)
九
月
'
大
阪
道
頓
堀
若
太
夫
芝
居
『
大
功
旭
花
山
購
ケ
森
七
本
鎗
障
立
』

興
行
に
つ
い
て
､
｢
首
振
芝
居
｣
と
注
記
す
る
｡
人
形
遣
い
が
す
べ
て
｢
中
村
｣
姓
を
名
乗
る
の
で
'

一
見
､
歌
舞
伎
役
者
ら
し
-
み
え
る
こ
と
を
割
-
引
い
て
も
､
同
演
目
を
淡
路
独
自
の
外
題
で
あ
る

こ
と
'
｢
中
村
久
太
夫
｣
を
淡
路
の
座
本
と
知
ら
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
｡

(
2
)
　
『
伝
統
芸
能
　
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
』
　
(
兵
庫
県
三
原
郡
三
原
町
教
育
委
員
会
発
行
､
二
〇
〇
T
年
三

月
)
　
の
｢
第
二
章
　
淡
路
の
人
形
座
｣
､
特
に
｢
人
形
座
の
概
要
｣
(
中
西
英
夫
氏
)
参
照
の
こ
と
｡

な
お
中
西
英
夫
氏
に
お
い
て
､
淡
路
座
最
古
の
座
本
｢
上
村
源
之
丞
｣
　
(
現
･
引
田
家
)
　
に
伝
わ
る

諸
史
料
の
解
読
が
進
め
ら
れ
'
順
次
発
表
さ
れ
て
い
る
｡
諸
論
考
に
大
い
に
御
教
示
を
得
た
｡

(
3
)
注
(
2
)
　
『
伝
統
芸
能
　
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
』
所
収
｡

(
4
)
新
見
貫
次
氏
著
『
淡
路
人
形
芝
居
』
　
(
の
じ
ぎ
-
文
庫
､
一
九
六
八
年
)
､
｢
淡
路
特
有
の
浄
瑠
璃
こ

参
照
の
こ
と
｡
新
見
貰
次
氏
は
郷
土
史
家
に
し
て
､
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
研
究
の
第
一
人
者
｡
同
氏
収

集
の
浄
瑠
璃
本
は
二
〇
〇
三
年
八
月
へ
新
見
紘
一
氏
(
同
氏
長
男
)
　
か
ら
南
あ
わ
じ
市
淡
路
人
形
浄

瑠
璃
資
料
館
へ
寄
託
さ
れ
た
｡
同
寄
託
資
料
を
は
じ
め
'
同
館
収
蔵
の
浄
瑠
璃
本
に
つ
い
て
は
'
淡

路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館
所
蔵
資
料
目
録
-
『
浄
瑠
璃
本
』
　
(
南
あ
わ
じ
市
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館
'

二
〇
〇
五
年
四
月
)
　
を
参
照
の
こ
と
｡

(
5
)
①
｢
阿
波
の
善
雄
･
天
満
屋
武
兵
衛
と
浄
瑠
璃
本
　
-
　
『
今
代
源
氏
東
軍
談
　
四
段
目
の
切
　
水

責
の
段
』
五
行
抜
き
本
の
出
版
を
め
ぐ
っ
て
-
｣
(
『
凌
香
』
第
九
号
､
四
国
大
学
'
二
〇
〇
二
年
一

二
月
所
収
)
｡
②
｢
翻
刻
『
今
代
源
氏
東
軍
談
　
四
段
目
の
切
　
水
責
の
段
』
　
-
淡
路
座
初
演
作
　
2
8

品
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
の
報
告
　
-
　
｣
(
『
歴
史
の
里
』
第
八
号
､
松
茂
町
歴
史
民
俗
資
料
館
､
　
1

二
〇
〇
二
年
三
月
所
収
)
｡
な
お
二
〇
〇
三
年
度
･
早
稲
田
大
学
へ
提
出
の
博
士
論
文
｢
浄
瑠
璃
史
　
l

研
究
～
浄
瑠
璃
本
を
基
礎
資
料
と
し
て
I
｣
　
の
､
第
五
部
第
三
早
｢
抜
き
本
『
今
代
源
氏
東
軍

談
　
四
段
目
の
切
　
水
貢
の
段
』
　
と
通
し
本
『
前
太
平
記
今
様
姿
』
｣
は
､
右
二
編
に
大
幅
に
加
筆

し
た
も
の
｡

(
6
)
　
平
成
十
五
年
演
劇
研
究
会
十
月
例
会
(
大
阪
市
立
大
学
､
二
〇
〇
三
年
十
7
月
八
日
)
　
で
の
口
頭

発
表
と
､
資
料
｡

(
7
)
注
(
4
)
　
の
'
『
浄
瑠
璃
本
』
目
録
の
､
｢
Ⅱ
　
外
題
別
浄
瑠
璃
本
索
引
目
録
　
写
本
の
郡
｣
　
(
久
堀

裕
朗
氏
執
筆
)
参
照
の
こ
と
｡
ま
た
同
目
録
刊
行
を
記
念
し
て
､
南
あ
わ
じ
市
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
餐

料
館
で
は
､
特
別
展
｢
浄
瑠
璃
本
に
み
る
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
展
　
-
　
新
見
貫
次
氏
旧
蔵
本
を
中
心
と

し
て
1
｣
を
開
催
　
(
会
期
二
l
〇
〇
五
年
七
月
三
日
～
八
月
十
九
日
)
.
目
録
で
の
役
割
分
担
と

同
じ
-
､
久
堀
裕
朗
氏
が
写
本
'
筆
者
が
板
本
の
､
展
示
品
の
選
定
･
解
説
文
を
担
当
し
た
｡
特
別

展
で
配
布
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ー
､
｢
V
　
淡
路
座
の
独
自
の
作
品
(
淡
路
座
で
創
作
､
初
演
さ
れ
た
も

の
)
｣
も
参
照
の
こ
と
　
(
演
劇
博
物
館
に
所
蔵
あ
-
)
｡

(
O
o
)
　
頁
に
掲
出
の
'
｢
資
料
･
近
世
期
の
淡
路
座
番
付
｣
を
参
照
の
こ
と
｡
表
の
､
9
､
1
5
､
2
4
は
'

筆
写
の
も
の
o
　
こ
れ
を
除
い
た
､
四
十
一
枚
が
板
行
の
も
の
｡
た
だ
し
こ
れ
ら
は
､
版
行
さ
れ
た
も

の
の
写
し
と
考
え
ら
れ
る
の
で
､
特
に
数
え
た
｡
理
由
は
三
節
に
述
べ
る
｡

(
9
)
書
写
資
料
に
は
､
淡
路
座
の
初
演
作
品
の
上
演
記
録
が
知
ら
れ
て
い
た
｡
9
の
｢
前
太
平
記
東
鏡
｣



は
'
段
数
･
段
名
が
共
通
す
る
こ
と
か
ら
'
注
(
5
)
　
の
拙
稿
に
い
う
'
『
前
太
平
記
今
様
姿
』
と

同
じ
も
の
と
推
定
さ
れ
る
｡
注
(
6
)
　
の
､
久
撮
裕
朗
氏
口
頭
発
表
で
指
摘
｡

(
2
)
注
(
4
)
新
見
貫
次
氏
著
『
淡
路
人
形
芝
居
』
　
｢
淡
路
特
有
の
浄
瑠
璃
　
二
に
､
｢
｢
宇
和
島
天
神

記
｣
も
淡
路
独
特
の
も
の
で
､
｢
二
名
島
女
天
神
記
｣
と
い
う
の
も
あ
｣
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
｡

注
(
4
)
　
『
浄
瑠
璃
本
』
　
目
録
､
1
四
1
頁
参
照
｡

(
3
)
　
天
保
十
一
年
四
月
二
十
五
日
初
日
､
徳
島
滝
祇
園
社
で
の
中
村
久
太
夫
産
興
行
の
'
｢
古
手
屋
真
木

太
夫
｣
と
同
1
人
物
で
あ
ろ
う
0

(
2
)
注
(
2
)
　
｢
人
形
座
の
概
要
｣
中
､
｢
江
戸
時
代
の
座
本
｣
に
引
用
の
'
引
田
家
文
書
(
『
伝
統
芸

能
　
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
』
　
｢
第
二
章
　
淡
路
の
人
形
座
｣
一
六
八
頁
参
照
)
0

(
3
)
　
久
堀
裕
朗
氏
は
､

吉
田
伝
次
郎
座
旧
蔵
本
(
新
見
家
1
3
-
0
5
1
)
　
の
書
き
込
み
に
よ
-
'
成
立
は
少
な
く
と
も
安

政
五
年
六
月
以
前
｡

と
指
摘
さ
れ
る
O
注
(
4
)
　
『
浄
瑠
璃
本
』
目
録
､
｢
Ⅱ
　
外
題
別
浄
瑠
璃
本
索
引
日
録
　
写
本
の
部
｣

二
二
二
頁
参
照
｡

法
月
敏
彦
氏
校
訂
､
国
立
劇
場
調
査
養
成
部
芸
能
調
査
室
編
『
(
演
芸
資
料
選
書
･
6
)
　
増
補
浄

瑠
璃
大
系
図
』
　
下
巻
　
(
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
､
一
九
九
五
年
)
　
の
'
八
五
三
頁
参
照
｡

(
S
)
表
の
4
'
市
村
六
之
丞
の
番
付
は
､
揚
羽
蝶
の
座
紋
を
掲
げ
る
｡
『
特
別
企
画
展
　
歴
史
資
料
に
見

る
　
阿
波
の
人
形
浄
瑠
璃
』
　
(
徳
島
県
立
文
書
館
､
二
〇
〇
四
年
七
月
)
'
｢
傾
城
阿
波
の
鳴
門
　
順

礼
歌
の
段
｣
に
写
真
が
あ
る
｡

(
｣
)
　
筆
記
者
酒
井
弥
蔵
に
つ
い
て
は
'
徳
島
県
立
文
書
館
学
術
調
査
報
告
第
一
集
『
酒
井
家
文
書
総
合

調
査
報
告
書
』
　
(
徳
島
県
立
文
書
館
'
一
九
九
七
年
)
所
収
の
諸
論
文
を
参
照
の
こ
と
｡

写
真
2
　
[
0
0
0
0
]
文
政
末
年
頃
　
京
都
｢
因
幡
境
内
｣
興
行
番
付
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写
真
c
o
　
[
0
1
4
]
嘉
永
元
年
頃
｢
三
箇
之
津
太
夫
三
味
線
大
兄
立
｣
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淡路人形協会所蔵番付リスト

1.これは財団法人淡路人形協会(兵庫県南あわじ市)の所蔵する番付資料56点のリストである｡

2.人形浄瑠璃関係14点､歌舞伎関係42点に分けた｡

3.各分額では､興行番付､見立て番付その他の順として､それぞれのまとまりでは年代順に並べた｡

4.歌舞伎関係No.31-42について､倉橋正恵氏から御教示を得た. No.41 -42の年次は倉橋氏考証によることを明記して､

感謝申し上げます｡

人形浄瑠璃関係

No. 年 月 日
興行

(刊行 ) 地
劇 場 演 目名 (資料名) 備考

00 1 弘化年 間 不明 不 明 不 明 『二名 島女 天神記』 ほか 新 出○本論二～三節参照○

002 文政 8 年 (1825 5 月 1 日 大坂 座 摩境内 『楠昔噺』 ほか 近世篇 〔119 2A 〕○

003 弘化元年 (1844 3 月吉 日 大坂 道頓堀竹 田芝居 『本朝廿 四孝』 ほか 近世篇 〔1852A 〕0■

004 安政 3 年 1856) 2 月 4 日 京 寺 町道場新 席 『妹背 山婦女庭訓』 近世篇 〔辻 町 68B 〕0 なお 〔辻 町

68B 〕が原板 で､ 三味線 二名を削る

と同 〔A 〕 となる○

005 安政 4 年 1857) 2 月吉 日 大坂 いな り社 内 『仮名 手本忠 臣蔵』 近世篇 〔2 13 6〕○

006 慶応元年 1865) 正月 11 日 大坂 いな り東小 家 『新薄雪物語』 ほか 近世篇 〔2298 〕0

007 慶応 元年 1865) 2 月吉 日 戻 四条南側大芝居 『妹背 山婦 女庭訓』 ほか 近世 篇 〔2305B 〕0

008 不明 不明 京 因幡境内 〔素 浄瑠璃 〕 新 出0 本論四節参照○｢橋弁慶｣ ｢千

代萩｣ ｢吃又平｣ ｢出世太平記三｣ ｢盛

衰記 三｣ ｢大切壇 浦兜軍記上

009 文政 12 年 1829 11 月 大坂 三箇津 太夫三味線人形見立角力 近世篇② 8 23 頁○｢浪華綿庄撰｣0

010 安政 2 年 1855 3 月 大坂 ■ 三都太 夫三味線 操見競 鑑 近世簾③ 下 234 頁○｢浪花和多正筆｣0

011 安政 3 年 1856 3 月 大坂 三部太 夫三味線操見競 鑑 近世篇③ 下 252 頁O

012 元治元年 (1864 2 月 江戸 三部太夫 三味線操 見競 鑑 近世篇(丑下 4 58 頁 C 0 ｢本活板｣0

013 慶応元年 18 65) 3 月 江戸 三都 太夫三味線 操見競 鑑 近世篇③ 下 4 90 頁0 ｢板元本清｣○

0 1 嘉永元年 1848 ) 不 明 i-T.a 三箇 之津太夫三味線 大兄立 新 出○｢東都横山 自明町金清堂梓｣0

歌舞伎関係

No. 午 月 日
興行

(刊行 ) 地
劇場 演 目名 (資料 名 ) 備 考

001 文政 8 年 1825) 5 月吉 日 大坂 道頓堀 中の芝居 ｢秋葉権現廻船語 ｣ ほか 役割番付○

002 弘化 元年 1844) 3 月吉 日 大坂 道頓堀 角の芝居 ｢仮名手本忠 臣蔵 ｣ ほか 役割番付 0

003 弘化元 年 (1844 3 月吉 日 大坂 道頓堀 中の芝居 ｢菅原伝授手習鑑 ｣ ほか 役割番付 0

004 安政 4 年 (1857 正月吉 日 大坂 道頓堀 角の芝居 ｢ けいせ い八花魁 ｣ ほか 役割番付○■

005 安政 4 年 1857 正月吉 日 大坂 道頓堀 角の芝居 ｢ けいせい八花魁 ｣ ほか 役割番付 0

006 安政 4 年 1857 正月吉 日 大坂 道 頓堀 中の芝居 ｢けいせ い長者艦 ｣ ほか 役割番付 0

007 慶応 元年 1865 2 月吉 日 大坂 道 頓堀 角の芝居 ｢けいせい 曽我葦 ｣ ほか 役割番付○

008 慶応 元年 1865 3 月吉 日 大坂 道頓堀 角の芝居 ｢敵討殿下茶屋衆 ｣ ほか 役割番付○

009 文政 8 年 (1825 5 月吉 日 京 四条北側大 芝居 ｢傾城百万回 ｣ 役割番付 0

0 10 安政 4 年 1857 2 月吉 日 京 四条北側大芝居 ｢箱根霊験壁仇討 ｣ ほか 役割番付○

0 11 安政 6 年 1859) 5 月吉 日 京 四条北側大 芝居 ｢堂 島政人浜 ｣ ほか 役割番付○

0 12 天保 14 年 1843 11 月 1 日 名古屋 橘 芝居 ｢濃紅葉小倉色紙 ｣ 役割番付○

0 13 弘化 元年 (1844 正月吉 日 名古屋 若宮御社 内芝居 ｢玉藻前蟻裸 ｣ ほか 役割番付 0

Oi l 弘化元年 1844 正月下旬 名古屋 橘 町芝居 ｢品評林稲妻双紙 ｣ 役割番付○

0 15 嘉永 2 年 1849) 10 月上旬 名古屋 橘 町芝居 ｢御所桜堀川夜討 ｣ ほか 役割番付 0

0 16 嘉永 4 年 185 1 6 月 2 日 名古屋 若宮 芝居 ｢夏祭浪花鑑 ｣ 役割番付○

0 17 嘉永 5 年 (18 52) 3 月 3 日 名古屋 若宮御境 内芝居 ｢松下嘉平治連歌評判 ｣

ほか

役割番付 ○

0 18 天保 9 年 1838 3 月 7 日 江戸 さかい町中村座 ｢楼 門顔千本 ｣ 辻番付 0

0 19 天保 9 年 1838) 3 月 7 日 江戸 さかい町中村座 ｢三幅対 ｣ 辻番付 ○

0 20 明治 4 年 (187 1) 11 月 6 日 東京 猿 若町市村 座中村座 ｢義経千本桜 ｣ ほか 辻番付○

021 明治 12 年 (1879 2 月 28 日 東京 新 富座 ｢赤松満祐梅 白旗 ｣ ほか 辻番付 0

022 明治 14 年 (1881 3 月 4 日 東京 さるわか町市村 座 ｢弓張月源家鏑箭 ｣ ほか 辻番付 ○

023 不明 不明 東京 回向院中島 ｢仮名手本忠臣蔵 ｣ ほか 辻番付 ○ ｢来ル廿 日よ り｣0

024 不明 不明 東京 さかひ丁 土佐産 ｢仮名手本忠臣蔵 ｣ ほか 辻番付 0 ｢来 ル九 日よ り｣○

025 明治 12 年 (1879) 3 月 19 日 横 浜 住 よし町港座 ｢川 中島勝利 山本 ｣ ほか 辻番付 ○

026 K I1H 不明 不 明 坂 東座 ｢菅原伝授手習鑑 ｣ 地方番付 (会津 カ)0 ｢座元坂東銀三郎 ｣

｢太夫元沢村三勝 ｣ ｢頭取嵐他三郎 ｣○
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027 不明 不明 不 明 不明 ｢仮 名手本忠臣蔵｣ 地方番付○座紋鶴丸 ○｢座元 三舛如 鶴｣

｢頭取坂東鶴三郎 ｣ ｢セハ 人表具屋 十五

郎 ■勧 進元 天満屋藤 次郎 ｣ ｢差添 丸 山

屋 良助 ●ゑひす屋太七｣ 0

028 不明 不 明 不 明 不 明 ｢箱 根｣ ほか 地方番付 ○｢太 夫本中村 友十 郎｣ ｢頭

取 中村喜 三郎 ●小倉 山源助｣○

029 不明 不 明 不 明 不明 ｢一の谷赦軍記｣ ほか 地方番付○ ｢名代 江戸 の花稀兄 弟｣ ｢太夫

元 山下市太郎｣ ｢セハ 人竹市屋 ｣ ｢頭取吉

田屋金 車｣○

030 不明 不 明 不 明 ■ 不 明 ｢神 霊矢 口渡｣ ほか 地方番付 ○｢名代江戸 の花稀 兄弟｣ ｢太夫

元山下市太 郎｣ ｢セハ 人竹市屋 ｣ ｢頭取吉

田屋 金串｣○

031 天保 9 年 1838 顔 見世 江戸 〔見立て番付〕 ｢世話人 森田勘 弥 ●坂 東纂 助｣○

032 弘化 3 年 (1846 正 月 カ 大坂 三都 大芝居 浜芝居 ●

子供芝居/ 役者見 立大

角力

｢弘化 三午の とし改見立新板 ｣ ｢浪花老文

挟｣ ｢和 田幸治郎筆｣ ｢渓信 堂板 ｣○

033 弘化 3 年 正月 カ 大坂 三都 大芝居 ■浜 芝居 ｢午の とし改正大新板 ｣ ｢浪花は りまや八

1846) カ / 役者絵金井 に位 定 兵衛板 ｣ ｢和田幸治郎筆｣○

034 弘化 4 年 (1847 正 月 カ 不明 三都 大芝居 ●浜芝居

/ 役者給金井位走

｢弘化 四未大新版 ｣ ｢松栄 堂板 ｣○

035 安政 2 年 1855) 正月 大坂 三都 大芝居 ●浜 芝

居 一子供芝盾/ 惣役者

大兄立 給金付 ●井 家

号 ■俳名改名 ●細 吟記

｢嘉永八卯 之年正 月改正 大新板 ｣ ｢坂

元 京四条通寺 町西へ入 吉野屋 助兵衛 ■

大坂 心才橋 塩町角綿屋書 兵衛｣0

036 安政 2 年 1855) 不明 江戸 カ 浮世讐 に寄役者見 立 ｢安政二乙卯年新板 ｣ ｢一文舎我笑作｣○

037 元治元 年 1864 正月 大坂 三都 大芝居 ●浜 芝

居 ●宮芝居/ 役者絵 金

井位定

｢元治元乙丑正月改正 大新版 ｣ ｢大坂心斎

橋 通塩町角綿屋喜兵衛板 ●同高津麓和 田

正兵衛筆｣0

038 慶応元年 1865) iH )J 大坂 三都 大芝居 ●浜芝

居 ●子供芝居 / 役 者師

弟系 図

｢元治二乙丑正月改正新刻初編｣ ｢大坂心

才橋 通塩町角綿屋 喜兵衛 板 ●同和 田正兵

衛筆｣0

039 慶応 元年 1865 正月 戻 三都歌舞妓惣役者 ●当

り狂言給金位走

｢元治二丑歳初春 大新版極細 調｣ ｢京四

条寺町西江 大町吉野屋勘 兵衛版｣○｢評

者 花 都戯 場堂夢 遊 江都 大国庵福

我 撰 ｣○

040 天保 7 年 1836) 顔見世 江 戸 諸 国名物 二見 立三 芝居

役者評判位付

｢三 うら芳政画｣0 ｢天保 七申年顔見世｣○

｢坂 元 森屋治兵衛 ●山口屋 藤兵衛 ●吉

田屋 小吉｣〇三枚 を横 に繋 ぎ､ 一続 きと

した もの0

041 文化 7 年 18 10 顔見世 江戸 午 の顔 見世花尽 し評判

記

[歌舞伎 040] と同種の資料の一枚 目0 ｢画

工菊川英山筆｣○三枚 組の内の､ 二枚 目○

042 文化 5 年 (1808 ) 顔見世 �""T r~i [辰 のと し役者似顔給 金

付]

[歌舞伎 040] と同種 の資料 の二枚 目 (04 1

とは繋 が らない) 0 役者 を歌 人に愉 える

(右 上隅 ｢在 原業 平坂東 彦三郎｣ な ど)0

【合綴状況について】上記の内12点を合綴していたが､今後の保存･資料管理の都合上､分離させた｡合綴状況は次の通り｡

まず[歌013] [歌002] [歌003] [浄003] [歌012] [歌014]の六枚を重ねたものの､右端中央一箇所をコヨリでまとめる｡

その下に､ [浄008] [浄002] [歌001] [歌009] [歌Oil] [歌031]の六枚を重ねて､さきの六枚とあわせて､右端上下二箇

所をコヨリでまとめていた｡
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